

















Problems of extracurricular practice at nutritionist training facility
Looking back over the past four years
From the evaluation of the practitioner
Abstract
For the purpose of helping suburban practical guidance, I reviewed and examined based on 
the institutional dietitian evaluation in the past 4 years. It turned out that there was a difference 
between the student’s perception and the evaluation of the trainee. From now on, it is a problem 
to improve guidance on improving aggressiveness with low evaluation, acquiring knowledge and 





































































































































































































受け入れ施設 小学校 病　院 福祉施設 事務所
平成26年度 15 3 2 2 2
平成27年度 17 3 3 3 4
平成2８年度 15 3 3 2 4
























































































































26年（％） 27年（％） 2８年（％） 29年（％）
A：大変優れている 37．８ 36．5 52．5 46．5
B：優れている 43．3 23．2 35．0 25．6
C：普通である 16．2 36．5 12．5 25．6
D：やや努力が不足している 2．7 3．８ 0．0 2．3
E：努力が足りない 0．0 0．0 0．0 0．0
計 100．0 100．0 100．0 100．0
2．身だしなみが実習に適切であったか
26年（％） 27年（％） 2８年（％） 29年（％）
A：大変優れている 59．5 44．2 60．0 5８．1
B：優れている 21．6 26．9 20．0 9．3
C：普通である 16．2 2８．８ 20．0 30．2
D：やや努力が不足している 2．7 0．0 0．0 2．3
E：努力が足りない 0．0 0．0 0．0 0．0
























26年（％） 27年（％） 2８年（％） 29年（％）
A：大変優れている 43．2 44．2 42．5 4８．８
B：優れている 40．5 26．9 22．5 9．3
C：普通である 10．８ 2８．８ 35．0 39．5
D：やや努力が不足している 5．4 0．0 0．0 2．3
E：努力が足りない 0．0 0．0 0．0 0．0
計 100．0 100．0 100．0 100．0
4．諸注意を守り節度・協調的態度であったか
26年（％） 27年（％） 2８年（％） 29年（％）
A：大変優れている 37．８ 32．7 60．0 41．9
B：優れている 4８．6 46．2 25．0 23．3
C：普通である ８．1 19．2 15．0 32．6
D：やや努力が不足している 5．4 1．9 0．0 2．3
E：努力が足りない 0．0 0．0 0．0 0．0






26年（％） 27年（％） 2８年（％） 29年（％）
A：大変優れている 43．2 46．2 47．5 32．6
B：優れている 29．7 26．9 40．0 39．5
C：普通である 21．6 23．1 12．5 20．9
D：やや努力が不足している 5．4 3．８ 0．0 7．0
E：努力が足りない 0．0 0．0 0．0 0．0
計 100．0 100．0 100．0 100．0
6．仕事に責任を持っていたか
26年（％） 27年（％） 2８年（％） 29年（％）
A：大変優れている 51．4 59．5 57．5 37．2
B：優れている 27．0 21．6 27．5 37．2
C：普通である 21．6 16．2 15．0 23．3
D：やや努力が不足している 0．0 2．7 0．0 2．3
E：努力が足りない 0．0 0．0 0．0 0．0






26年（％） 27年（％） 2８年（％） 29年（％）
A：大変優れている 16．2 34．6 47．5 41．9
B：優れている 54．1 40．4 35．0 1８．6
C：普通である 21．6 15．4 17．5 34．9
D：やや努力が不足している ８．1 9．6 0．0 4．7
E：努力が足りない 1．0 0．0 0．0 0．0
計 100．0 100．0 100．0 100．0
8．実習目標は達成されたか
26年（％） 27年（％） 2８年（％） 29年（％）
A：大変優れている 35．1 44．2 50．0 34．9
B：優れている 4８．6 30．８ 35．0 41．9
C：普通である 10．８ 23．1 15．0 20．9
D：やや努力が不足している 5．4 1．9 0．0 2．3
E：努力が足りない 0．0 0．0 0．0 0．0



















26年（％） 27年（％） 2８年（％） 29年（％）
A：大変優れている 43．2 25．0 55．0 32．6
B：優れている 35．1 46．2 32．5 32．6
C：普通である 1８．9 26．9 12．5 32．6
D：やや努力が不足している 2．7 1．9 0．0 2．3
E：努力が足りない 0．0 0．0 0．0 0．0
計 100．0 100．0 100．0 100．0
図11.総合評価
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（　）内に当てはまる評価の数字を記入してください。
1．実習をさせていただくという謙虚な態度であったか。
2．学生らしい態度・服装・言葉使いであったか。
3．自主的、積極的に行動できたか。
4．責任をもって行動できたか。
5．意思表示がはっきりとできたか。（挨拶・返事等）
6．身仕度は清潔にできたか。［髪をまとめる・つめ・アクセサリー・時計
　　・帽子（三角巾）・白衣等］
7．勤務時間を守ったか。（遅刻等）
8．安全を心がけたか。
9．体調はベストであったか。
10．給食の運営の実際を知ることができたか。
〈評価〉
大変よくできた………4
よくできた……………3
時々できなかった……2
常にできなかった……1
自己評価表
図12.自己評価表（平成2９年）
外実習の目的、求められる学生像についても意見交換する場の必要性を痛感した。実習後のア
ンケート調査の自由記述にもある通り、充実した2週間であったことが伺える。
　校外実習の事前指導の中で特に、「校外実習の心得」「礼状の書き方」については、本来、一
般教養として身についてしかるべきだが、その教養不足が浮き彫りになっている。また、学生
の不安項目として「コミュニケーションの仕方」「調理技術」については、矢島ら2）の研究に
おいても学生が実習中大変だったと感じている項目である。本学科でも同様であるが、コミュ
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ニケ―ション能力は、事前指導や短期間で身に付くスキルではないため、日頃からの取り組み
の必要性を感じる。「食事療法の知識不足」については、臨床栄養学実習または、応用栄養学
実習で学ぶ分野ではあるが、後期（9月～）から開講され2ヶ月の学びで校外実習が始まるた
め自信を持てるほど学んでいない実情がある。さらに、「給食の運営」の校外実習では、基礎
関連科目である調理学、食品学の分野において栄養学を活用する力が必要となる。しかし、
「給食の運営」の校外実習と通常の科目内での学習が、学生の頭の中でつながらないという現
状である。この様な状況により、各科目との連携を強化し、日頃の学習の重要性を認識させ、
事前指導に取り入れるための時間の調整や必要性が示唆された。
2）施設指導者や実習生に求めること
　施設指導者が実習生に求めることは、実習施設評価票から「意欲・積極性」「挨拶・言葉使
い」「体調管理」マナーや基本的姿勢に関するものが挙げられた。自由記述欄には、学生ひと
り一人を観察し、将来に期待を寄せる言葉が多いが、「消極的」「目標に対する取り組み方」に
関する記述も多く散見された。
　宇和川ら6）の校外実習に関する意識調査によれば、実習に必要なことに「積極性」「知識」
「挨拶」「体調管理」「協調性」をあげる学生が多く、実習後の意識が大きく変化していること
を報告している。鎌田ら7）の調査では、卒業後に生かしたい知識や技術の他に、「挨拶」「言葉
使い」「マナー」「礼儀」「仕事に取り組む姿勢」「働き甲斐」など人間的成長に関する内容が報
告されている。本学科の実習指導においても知識や技術の習得はもとより、実習生の人間的成
長も期待している。
　自由記述欄の「包丁の技術」は、実習生が、不足だと感じている項目であり、実習中に「指
を切った」との報告が多い。学生の包丁技術は、年々、著しく低下している。包丁技術は、
指導なしに練習回数を重ねても、切断速度は速くなるが、正確さに欠けるという報告があ
る。8）9）10）向上させるためには、調理実習での繰り返し指導が必要と考えられるが、家庭での
日々の調理体験も重要である。
　「目標設定とその取り組み」については、毎年、施設指導者より話題となる事項である。施
設指導者より、目標や課題にたいして質問に学生が回答できないことや、学生の目標設定が漠
然としていること、目的意識が薄いことがあげられる。そのため事前指導では、実習の目的・
目標を明確にして指導を行っているが、成果はいまだ実を結んでいない現状である。
　2014年（平成26年）、管理栄養士・栄養士養成の「臨地実習及び校外実習の実際」1）が改訂さ
れ、時代の変化に対応するため、入学後、早い時期に体験型教育を導入教育として取り入れる
必要性など追加記載された。導入教育の目標として、チュートリアル教育や保健・医療・福祉
現場等の見学研修などを通して、「課題発見力と問題解決能力」「良好な人間関係やコミュニ
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ケーションをとる力」「食を通して人々の健康と幸せに寄与したいと思う意欲」「管理栄養士・
栄養士として専門的な知識や技術を向上させたいと思う態度」などの基礎力を高めることをあ
げている。
　本学科では、「施設見学会」や外部講師による講演会「管理栄養士・栄養士の仕事」につい
て理解を深める目的で実施している。しかし、時間の確保は難しく「目標設定とその取り組
み」については今後の課題である。校外実習を学習効果の高いものとするために、より効果的
な導入教育の必要性を考える機会となった。
おわりに
　本研究は、過去4年間の実習施設担当者の評価を振り返り、校外実習の事前・事後指導の教
育内容の充実を図るため検討を行った。短期大学に入学して1年半という短い期間で校外実習
に参加させるためには、実習意欲を高め、実習に必要な知識・技術を習得させるか教員の指導
力が問われる。現在は、Ⅲ期から校外実習担当教員による事前指導が始まる。今後は、知識・
技術の向上には、基礎的な栄養学・食品学・調理学などの教科担当教員の協力体制を深め、日
頃から挨拶の励行、授業・実習の時間やレポート提出期限の遵守を強化していきたいと考える。
　さらに、給食論実習Ⅱ（学内実習）では、給食業務に必要な基礎的な技術も身に付け、特定
給食施設において、多職種と連携し協同して問題解決に取り組むことができるようにする。臨
床栄養学実習では、食と健康を学び、健康の維持・増進のため提案できるように実施していき
たい。
　役割の異なる施設間での実習は、栄養士業務の違いなどを知る良い機会である。そのため、
各施設の特色や業務内容を把握することが重要で、実習先が何を求めているか、養成施設側も
何を学ばせたいのかを明確に示す必要があると考える。また、その情報を実習生と共有するこ
とで目的意識を高めることができるのではないか。
　今調査は、全体的な傾向や比較だけとなり、主観的な観点からの考察になってしまった。学
生の個々や成長の度合いまでは、活かすことはできなかった。学生対象の自己評価表と施設側
栄養士の評価表の質問項目や評価基準も明確ではなかった。今後、項目・評価方法を検討して
いきたいと思っている。
　現行の事前・事後指導は、集中講義として実施しており、学生の負担を少なくするためにど
の様に効率良く実施すべきか、今後の検討課題として取り組みたい。
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